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洪水に対する安全性



【吉野川下流】

【吉野川上流】

左岸：勝命、脇町第一、脇町第三、沼田、芝生、太刀野

右岸：半田、加茂第一（毛田）、加茂第一、加茂第二

現在の予算状況で下流から整備した
場合の着手可能な区間

池田ダム下流の無堤地区における堤防整備、河道整備（吉野川）

河川整備計画（案）に対する知事意見聴取中



【旧吉野川/今切川】

旧吉野川 左岸：大津、喜来、大麻

右岸：松茂、勝瑞

今切川 左岸：今切川左岸

現在の予算状況で下流から整備した場合の着手
可能な区間

池田ダム下流の無堤地区における堤防整備、河道整備（旧吉野川）

河川整備計画（案）に対する知事意見聴取中



内水対策については、内水の発生要因等を把握した上で、関係機関と連携の上、支川の改修や排水ポンプ
場の新設・増設など、総合的な内水対策を検討し、必要に応じて、適切な対策を実施する

吉野川沿川の内水地区における支川整備、ポンプ整備等

河川整備計画（案）に対する知事意見聴取中



四国地方整備局管内洪水ハザードマップ公表状況（平成２１年６月３０日現在）
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浸水想定区域が指定される予定の市町村
※今後、浸水想定区域の検討に伴い指定市町村が変わる場合がある

浸水想定区域が指定されているが、洪水ハザードマップ
未作成の市町村

洪水ハザードマップ公表市町村
※浸水想定区域は指定されている市町村

都道府県境

凡例

※同一市町村内に洪水ハザードマップ、浸水想定区域の対象河川が複数ある場合、１河川でも指定、

  公表されていれば指定、公表済市町村として着色している。

※白抜きの市町村については、今後の検討により浸水想定区域に含まれる場合がある。また、指定

    河川以外（水路や下水道など）のはん濫等により浸水被害が発生する場合がある。

洪水ハザードマップ公表市町村
※浸水想定区域は指定されていないが、独自に作成している市町村

洪水HM公表率（直轄河川16河川）
四国全体 34/36市町村=94%
徳島県（吉野川、那賀川）
16/16市町村=100%
香川県（土器川）
5/5市町村=100%
愛媛県（重信川、肱川）
6/6市町村=100%
高知県（物部川、仁淀川、渡川）
7/9市町村=78%
→高知市、日高村はH21作成

洪水HM公表率（補助河川41河川）
四国全体 13/22市町村=59%
徳島県 0/4市町村=0%
香川県 7/9市町村=78%
愛媛県 6/8市町村=75%
高知県 0/1市町村=0%
※直轄河川と重複市町村は除く

洪水ハザードマップの活用状況
●H20までに防災訓練等を実施した市町村
8/58市町村=14%
→徳島市、吉野川市、まんのう町、綾川町
大洲市、四万十市、土佐市、いの町
●まるごとまちごとハザードマップの推進
→上板町（H20.5)、大洲市（H20.3)設置すみ
阿南市、松山市、丸亀市で協議中

まるごとまちごと
ハザードマップの推進
（徳島県上板町）
平成20年5月設置

四国管内における洪水ハザードマップの公表・活用状況（H21.6.30現在）

ハザードマップの整備



早明浦ダムの放流設備の改築と洪水調節容量の増大

■洪水調節容量の増大
・容量の再編

洪水調節
洪水調節

■放流設備の改築
・クレストゲート改造
・コンジットゲート新設
・トンネル洪水吐 など

貯水位が低い場合でも放流が行えるよう放流設備の改築を行うとともに、洪水調節容量を増大させ適
切な洪水調節機能を確保する。

【イメージ図】



早明浦ダム改築に伴うダム下流の河川改修

放流設備改築及び洪水調節容量の増大に合わせた治水機能の向上対策として早明浦ダム下流地区
において堤防等の整備を行う。

平成16年10月台風23号による浸水状況



流木等の発生源対策
（渓流等の土砂・流木発生の抑制）
＊渓流沿いの倒木や支障木等の除去
＊路網（工事用・管理用道路）の整備 など

地区一帯での流域斜面の整備
（山腹斜面等からの土砂・流木発生の抑制）
＊山腹工、山腹保育工（山腹工の継続的な整備作業・

植生工の保育作業 など）
＊路網（工事用・管理用道路）の整備 など

支障木除去

地方の過疎・高齢化や地域を取り巻く社会環境の変化などから中山間地における集落周辺の斜面・
渓流の荒廃が進んできている。また、近年の局地的な集中豪雨における土砂災害や流木災害が多発
していることを鑑み、砂防えん堤の実施と併せて流木の発生源対策として、砂防えん堤上流域において
渓流沿いの倒木や支障木等の除去や山腹工、山腹保育工等をおこなう。

山腹工・山腹保育工

山腹工等による土砂・流木発生の抑制（里山砂防） [再掲]



水利用の安定性



利水容量

１７，３００万m3

現在運用 将来運用

未利用水等を考慮した早明浦ダムの補給計画見直し

水利用の合理化

利水安全度１／３ 利水安全度１／８

早明浦ダムに確保されている未利用水について、地域の実情を踏まえた他用途への転用など有効活用することな
どで、現状の安全度の向上を図る（頻発する渇水の減少を図る）。

未利用水を有効活用
することなどで利水安
全度の向上を図る

利水容量

１７，３００万m3

◆未利用水は貯留◆未利用水を含めて補給

【イメージ図】



水源のネットワーク化等に関する具体化検討

○水利用の検証と効率的な水利用のために、ため池等の自己水源の貯水状況等の常時把握に向
けた検討を実施する。

（例） 香川県における水源の貯水状況等の把握状況

水源 観測 データ公表
7/10公開状況
（香川県ＨＰ）

早明浦ダム 常時観測 毎日（ＨＰ） 7/10　（0時現在）

香川県内ダム 常時観測 毎日（ＨＰ） 7/10　（0時現在）

宝山湖 常時観測 毎日（ＨＰ） 7/10　（9時現在）

ため池 定期観測 観測実施毎（ＨＰ） 7/2        現在
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7月14日実績：39.6％

7月14日無節水予測：18.2％

協議会開催状況

早明浦ダムの取水制限パターン

渇水時における吉野川の効率的な水利用

香川用水（％）
新規 未利用 不特定 新規

第１次取水制限 60 20 100 0 20
第２次取水制限 45 35 100 0 35
第３次取水制限 30 50 100 0 50
第４次取水制限 15 60 100 0 60

節水率
徳島用水（％）

協議会決
定貯水率
（％）

制限段階

渇水時において利水関係者及び行政機関による「吉野川水系水利用連絡協
議会」により関係者の調整を図り、節水に取り組むことで断水等による市民
生活への影響を最小限としている。

平成２１年渇水における取水制限率

《実績・無節水比較》
 ■流況
 ・実績流況（2009(Ｈ21)年）

 ■節水ルール
　●実績
   ・5月28日 0時～：自主節水開始

　　　（徳島：未利用4m３/s削減・香川：上水2.9m３/s）
   ・6月 3日 9時～：第一次取水制限開始
　　　・徳島：新規20％＋未利用100％節水
　　　・香川：新規20％節水
   ・6月14日 9時～：第二次取水制限開始
　　　・徳島：新規35％＋未利用100％
　　　・香川：新規35％
   ・6月22日 9時～：第三次取水制限開始
　　　・徳島：新規50％＋未利用100％
　　　・香川：新規50％
   ・6月30日10時～：一時取水制限解除
   ・7月 5日10時～：第三次取水制限再開
　　　・徳島：新規50％＋未利用100％
　　　・香川：新規50％
   ・7月 8日 9時～：一時取水制限解除
   ・7月10日12時～：第三次取水制限再開
　　　・徳島：新規50％＋未利用100％
　　　・香川：新規50％
　

　●5月28日以降無節水予測
　　  ・5月28日 0時～：節水なし

平成２１年渇水においても、節水に取り組んだことにより７
月１４日時点の貯水率は３９．６％であるが、節水に取り
組まなかったとすると１８．２％になっていた（節水により約
３，６５０万m3を早明浦ダムに確保）。



環 境



早明浦ダムの濁水対策の実施
◆目的

◆これまでの濁水対策

植栽工

渓流対策工

【施工前】 【施工後】

◆今後の濁水対策

濁水対策技術の公募及び審査

シミュレーション現地実証実験計画策定

現地実証実験

濁水技術検討委員会の開催

濁水対策工計画の策定

【技術公募資料】

早明浦ダムにおいては､ 濁水が毎年のように発生し､ 特に昭和51年の台風
17号による濁水放流が､ 大きな社会問題となった (放流濁度 10度以上が 94日継
続)｡ この濁水対策として、Ｓ６２～Ｈ２０で早明浦ダム貯水池周辺の植栽工､ 渓
流対策工等を実施し､ 濁水のダム湖への流入軽減及び土砂流入軽減を図ってき

たところである。

しかし、早明浦ダム濁水問題解消には至っていない。早明浦ダム下流域では
未だに濁水解消に対する要望が強く､ 更なる濁水対策の推進中である。

多分野の技術やアイデアを対象に、より効果的
な濁水対策の確保を目的として、技術公募を実施
する。

（案）



銅山川ダム群の弾力的運用による流況改善

本プロジェクトは、洪水調節に支障を及ぼさない範囲で、富郷ダムの洪水調節容量に一時的に流水を貯留し、
これを柳瀬ダム、新宮ダム及び影井堰と連携し、適切に下流河川に放流することにより、新宮ダム下流の河川
環境の改善に資することを目的とする。

常時満水位

富郷ダム

柳瀬ダム

新宮ダム

放
流

放
流

放
流

洪水時満水位

水
環
境
の
改
善

【下流河川】

現
状

改
善
後

下流河川



公共下水道及び旧吉野川流域下水道の整備

○吉野川（池田ダム下流）において、公共下水道及び旧吉野川流域下水道の整備を推進する。

平成19年度末 下水道処理人口普及率 各県別内訳

下水道処理人口普及率（下水道による整備）

汚水処理人口普及率（下水道、農業集落排水事業、浄化槽、
コミニューティ・プラントなどによる整備）

平成19年度末 下水道処理人口普及率

徳島県 805,951 97,281 12.1%

【吉野川流域】 640,135 94,555 14.8%

【吉野川流域以外】 165,816 2,726 1.6%

香川県 1,019,333 393,518 38.6%

愛媛県 1,471,510 657,899 44.7%

【吉野川流域】 220,089 117,297 53.3%

【吉野川流域以外】 1,251,421 540,602 43.2%

高知県 784,038 235,605 30.1%

【吉野川流域】 121,225 31,331 25.8%
【吉野川流域以外】 662,813 204,274 30.8%
四国計 5,552,342 2,042,202 36.8%
全国 127,066,178 91,105,708 71.7%

※吉野川流域：流域内市町村の市町村全体の数字である。

処理区域内
人口（供用開
始公示済区
域内人口）

（人）

平成１９年度
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口H20.3.31）

（人）

71.7%

36.8%

30.1%

44.7%

38.6%

12.1%

30.8%

1.6%

25.8%

53.3%

14.8%

43.2%

83.7%

59.4%

62.0%

60.5%

61.8%

65.1%

64.5%

65.0%

63.0%

29.2%

46.1%

42.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

四国計

【吉野川流域以外】

【吉野川流域】

高知県

【吉野川流域以外】

【吉野川流域】

愛媛県

香川県

【吉野川流域以外】

【吉野川流域】

徳島県



●現状、要因等
旧吉野川では毎年７月頃から発生し始め、河口堰上流のほぼ全域でﾎﾃｲｱｵｲ・ﾎﾞﾀﾝｳｷｸｻが
発生。 流下能力障害、河川管理施設への影響、舟運等の障害、河川環境の悪化、悪臭の
発生⇒大きな社会問題化
処理費用軽減のため引き続き『連絡会』を通して、早期発見・早期除去に努めていく。

位置図 香川県

吉野川

徳島県

旧吉野川河口堰今切川河口堰

下流域

上流域

旧吉野川流域
今切川河口堰

旧吉野川河口堰

吉野川全川において、
毎年、大量に発生！

旧吉野川流域においては、両河口堰上流側において
ほぼ全川にわたって水草が分布している！

『吉野川流域ホテイアオイ等
対策連絡会』（Ｓ61.2.28発足)
の開催
□会議内容

・各機関におけるﾎﾃｲｱｵｲ・ﾎﾞﾀﾝ
ｳｷｸｻの対応状況
・異常発生の要因等の情報の共有
・水草等発見時の連絡体制の確立
・情報交換の実施

対策検討

ﾎﾃｲｱｵｲ・ﾎﾞﾀﾝｳｷｸｻ
など水草の大量発
生防止のため、各関
係機関と連携し、早
期発見・早期除去に
努める。

大量発生抑制
への対応策

河 川 に お け る 外 来 種 対 策

H20の状況写真 旧吉野川ホテイアオイ、ボタンウキクサ等の発生状況

ホテイアオイ・ボタンウキグサは支川より旧吉
野川に流入し、成長・拡大することから、支川か
らの流入防止・早期発見・早期除去対策が最も
有効である。
平成15年度より早期発見・早期除去に務めた
結果、処理量・処理費用ともに減少傾向であっ
たが、平成20年度には大量発生となった。
抜本的な対策は困難なことから、今後も早期
発見・早期除去を行うべく、関係機関との連携を
図っていく。



流木等の発生源対策
（渓流等の土砂・流木発生の抑制）
＊渓流沿いの倒木や支障木等の除去
＊路網（工事用・管理用道路）の整備 など

地区一帯での流域斜面の整備
（山腹斜面等からの土砂・流木発生の抑制）
＊山腹工、山腹保育工（山腹工の継続的な整備作業・

植生工の保育作業 など）
＊路網（工事用・管理用道路）の整備 など

支障木除去

地方の過疎・高齢化や地域を取り巻く社会環境の変化などから中山間地における集落周辺の斜面・
渓流の荒廃が進んできている。また、近年の局地的な集中豪雨における土砂災害や流木災害が多発
していることを鑑み、砂防えん堤の実施と併せて流木の発生源対策として、砂防えん堤上流域において
渓流沿いの倒木や支障木等の除去や山腹工、山腹保育工等をおこなう。

山腹工・山腹保育工

山腹工等による土砂・流木発生の抑制（里山砂防） [再掲]



四国の代表的な地層と構造線

穴吹川地区
祖谷川地区

南小川地区早明浦地区

・四国は４つの地層帯が東西に走り、複雑な地質
構造になっています。

・特に、急峻な四国山地を形成している御荷鉾(み
かぶ)構造線とそれに接する三波川帯、秩父帯は、
非常に脆弱な地質になっています。

・民有林直轄治山事業地は、この構造線に沿って
事業を実施しています。

吉野川流域における治山事業の実施状況

四国森林管理局において実施している
治山事業については、国有林治山事業及
び民有林直轄治山事業により、左記のと
おり実施しています。

県　別 種　別 実　施 今後計画 計
山腹工（ha） 32 9 41
ダム工（基） 665 106 771
山腹工（ha） 95 49 144
ダム工（基） 1,268 157 1,425
山腹工（ha） 127 58 185
ダム工（基） 1,933 263 2,196

高知県

徳島県

計

吉野川流域における治山事業の実施



約２０年後

◆荒廃した渓流を渓間工事で安定化・浸食防止

災害直後の
様子（Ｓ５１）

施工後の
様子（Ｓ５８）

現在の
様子（Ｈ２０）

◆山腹崩壊地を山腹工事で復旧・緑化

渓流に堆積した不安定土砂の流出を防
止します。また、荒廃渓流、地すべり地
末端部の山脚固定を行い、川床の浸食、
川岸の浸食を防止し、浸食などによって
発生する崩壊、地すべりを防ぎます。

崩壊地には、山腹工事を計画し、早期緑
化を図ります。はじめに、斜面を安定させ、
その後、緑化工を施行し、斜面の植生を回
復させ森林を再生しています。

穴吹川地区
的場谷

祖谷川地区
たいらだに

平谷

吉野川流域における治山事業の実施（実施例）



整備箇所については、別添吉野川流域森林
整備箇所位置図を参照して下さい。

作業前 作業後

下刈作業

苗木の健全な生育を図るために、
周囲の雑草などを刈り払います。

除伐作業

植栽木と競合して雑木などが繁茂
した時期に、生育不良な植栽木や雑
木を伐採します。

間伐作業

造林木が収穫時期になるまでには、
目的の木材になるように間引きを行
います。

作業種
平成２年度～平成２０年度

実施面積（ha）
平成２１年度
計画面積（ha）

下刈・つる切 1,650 140
除伐 5,606 210
保育間伐 11,663 432

吉野川流域における森林整備事業の実施状況

吉野川流域における森林整備事業の実施



森林に対する国民のニーズが多様化する中､森林の有する多面的機能を発揮する上で､針広混交林化､広葉樹林化など多様
な森林づくりの推進が求められています｡
人工林率が70％を超え､スギ・ヒノキ林が多い四国局においても､広葉樹を導入した針広混交林化に取り組んでいきます。

（針広混交林化のイメージ図）
（スギ・ヒノキ人工林） （広葉樹はなるべく残すようにして間伐を実施）

（針広混交林化） （下層植生として広葉樹を育成）

吉野川流域における森林整備事業の実施（針広混交林化の推進）



天然更新地のスギの稚樹(樹の子供） 針葉樹と広葉樹の混交林

かつて幹が通直で、木目が美しいことで知られた「大道マツ」は、
松くい虫の被害により甚大な被害を受けました。このため、大道
マツ再生のための活動に取り組んでいます。

天然更新が難しいことで知られる、スギ(写真はヤナセスギ）
を天然更新させる試みを実施しています。
現在、広葉樹の稚樹の間に多くのスギの稚樹を発生・成長さ
せることに成功しており、今後、右の写真ような広葉樹との混
交林に育てることをめざして取り組みを進めています。

広葉樹と
共に成長

松くい虫被害後の大道マツ更新地

吉野川流域における森林整備事業の実施（針広混交林化等の実例）



高知県

愛媛県

徳島県

香川県

国領川

鏡川

国分川

穴内川

地蔵寺川

瀬戸川

銅山川

仁淀川

今切川

旧吉野川

吉野川流域

早明浦ダム集水域

早明浦ダム受益地

直轄河川防御対象氾濫区域

穴内川分水高知分水仁淀川分水

別子分水

愛媛分水

香川用水

徳島用水

北岸用水
今切河口堰

旧吉野川河口堰

鏡ダム

穴内川ダム
繁藤
ダム

早明浦ダム

長沢ダム

別子
ダム

鹿森ダム 柳瀬ダム

池田ダム

富郷
ダム

新宮
ダム

大森川ダム

◆場所：高知県土佐町・本山町（吉野川水系吉野川）
◆目的：洪水調節・不特定用水及び河川維持用水

かんがい用水・水道用水・工業用水・発電

◆整備概要：
◇治水安全度の向上：
・ダムの容量を再編するこ
とにより、洪水調節容量
を増強する。
・予備放流方式を導入し
て洪水期の洪水調節容
量を増量する。
・容量再編により不足する
初期放流能力確保のた
めトンネル洪水吐を新設
する。
→これにより、戦後最大流量規模の洪水を安全に流下さ
せるとともに、早明浦ダムの洪水調節能力を向上させる。

◇利水安全度の向上：
・未利用水を整理するなどしてダム容量を再編する。
→これにより、利水安全度を１／８まで向上させる。

◆概算事業費：
４００～５００億円程度（今後の調整により変わる可能性がある。）

◆事業期間：
事業着手後、概ね１０年

トンネル洪水吐の新設

【早明浦ダム】

早明浦ダム

早明浦ダム再編事業（仮称・試案）【計画概要】
位置図

トンネル洪水吐 平面図



治 水 利 水

早明浦ダム及び銅山川ダム群に係わる利水での取水制限日数早明浦ダムの流入放流状況 （流入量上位10洪水）

■早明浦ダムは、四国4県の水の安定供給を担う重要
な役割を持ちながら、過去33年間で22回もの取水
制限を実施（現況利水安全度約１／３）。平成6年、
17年、20年の3回に渡ってダム利水容量が枯渇。

■管理開始以降の33年間で、計画最大流入量を超
える洪水が4回発生。このうち2回は、洪水調節容
量の不足により計画放流量を超える放流を実施。
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早明浦ダム取水制限日数 ※平成21年3月31日現在

早明浦ダム再編事業（仮称）【早明浦ダムの課題】



早明浦ダム再編事業（仮称）【利水計画代替案】

利水計画代替案 比較

【施設建設】

名称 概算事業費

① 海水淡水化
約２，９００億円

（年間維持費約１８０億円）
※年間維持費は福岡県事例の引き延ばし

【日々輸送】

② 水バックによる水輸送
約１０億円/日

（約３００億円/月）



情報の共有化



四国の水に関するポータルサイトの開設

○四国の水問題に関する情報の共有化のために「四国の水に関する情報ポータルサイト」とし
て開設し現在公開中。

○掲載サイトの拡充及び各サイトの内容の充実等を継続して実施する。

四国地方整備局渇水情報



一般向け情報提供冊子の作成

○「中間とりまとめ」の内容及び四国の水問題について、四国４県の住民の理解を深めること
を目的として、「一般向けの情報提供冊子、紙芝居等の広報媒体」を作成する。

紙芝居作成：愛媛大学

紙芝居の例（ラフスケッチ段階）

「番水と香箱」

昔、ため池の水すら少なくなり水争いが起
きると、番水制という制度で田の水を配分
していた。線香を燃やし時間を計るものだ。

終わりの太鼓の合図で配水を止め、次に移
る。水がきたぞというときは皆総出で見
守った。

ばんずい こうばこ

貴重で少ない水を分け合う先人の知恵に学ぶこと



フォーラムの開催等の分かりやすい広報の実施

○「中間とりまとめ」の内容を関係者・住民にわかりやすく理解が得やすい広報として、
フォーラム等を開催する。

○平成２１年６月２６日には、関係者（行政担当者）向けのフォーラムを開催。

○四国水問題研究会のホームページより、「中間とりまとめ」に対する意見等の募集開始。

「四国水のフォーラム」開催状況 【６月２６日（高松市）】

今後、幅広い皆様方へのわかりやすい広報、意見の募集等を実施する。



交流と連携



交流連携活動の支援の強化・拡大

○「交流連携活動の支援の強化・拡大」について検討を実施する。

財団法人 吉野川水源地域対策基金

吉野川水系における流域関連地域の振興と一体的発展に資するため、施設整備や交流推進を図る事業に
資金援助を行っている。

平成２０年度実績 １４，２４５千円（内、交流促進 ６，５７９千円）

【交流促進事業】

（子供交歓会）

（例）

【交流促進事業】

（シンポジウム開催）



取り組みの評価



施策の合理的評価システムの検討

○施策の合理的評価システムの検討に着手する。

現状における水利用の全体像を把握し、地域に与える利益や渇水時の不利益等を検証する必
要がある。

四国地方において新たな便益が発生するのであれば、負担の公平性や便益の最大化について
検討することが必要である。

このためには、水利用の取り組みを合理的に評価するため、受益と負担の関係を評価できるシ
ステムの構築について検討することが必要である。

今年度は、施策の合理的評価システムの構築に向けた、基礎データ収集・整理（産業連関表含

む）を実施する。




